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一r日 本語音声教育」の実践一

戸田 貴子

日本語教育実践研究 〔8〉 は、r日 本語音声教育」 について、実際の発音指導を通 じ

て研究す るためのクラスです。実習では、中級前期の学習者が受講す る発音指導Aク

ラスに参加 し、個別指導 を中心と した発音指導を行います。

2004年 度秋学期は、発音指導Aク ラスを受講す るH本 語学習者が33名 、実践研究

を受講す る大学院生が7名 の計40名 で、各院生 に対 して4～6名 の 日本語学習者のグ

ループに分かれて活動が行われま した。大学院生7名 巾、「音声研」の在籍者が1名 で、

6名 は他研究室に在籍 していま した。受講動機 はr現 場で我流で身につけた発音指導法

を修正 し、理論的裏づけのあ る有効な発音指導法を身につけたい」、「さまざまな国か ら

の学習者の発音に触れ、比較検討する機会を持ちたい」、r学習者の誤用の特徴 と原因を

知 りたい」、r学習者の誤用に対 して適切 なア ドバ イスを瞬時 に出せるように実践 を積 み

たい」、 また、留学生 として、国に帰 って日本語 を教える予定なのでrこ の実践研究を

通 して正確 な 日本語の発音 を身につけたい」など多種多様で したが、全員が コミュニケ

ーシ ョンにおける音声の重要性 を認識 してお り、実践研究では活発な議論が行われま し

た。また、授業時 間外での準備や院生が主催す る検討会において も努力を惜 しまず、多

くの時間 を割 いてきま した。

中には、上級 レベル対象の発音指導Cク ラスに院生ボランテ ィア として参加 したこ

とがき っかけで興味を持 ったため、実践 研究を受講 し発音指導Aク ラスに実習生 とし

て参加す ることになった院生や、逆に、実践研究 を受講 したあと、発音指導Cク ラス

に自ら院生 ボランテ ィア として参加す ることに した院生 もいます。また、実践研究の受

講生 は理論 研究 も受講 し、音声学 と音韻論の基礎について学んできま した。このように

して、理論研究 としての学びの場 と実践の場が統合されつつあるという実感を持 ちま し

た。

今後 は、実践研究 の枠を離れますが、本稿 とは異な った視点 から研究が継続され、発

衷され る予定 です。実践研究を足がか りに、自律的な教師と して、また研究者 と して大

きなステ ップを踏み出す ことができる基盤が少 しで も構築 され、今後 につながっていけ

ば幸いです。

(トダ タカコ ・日本語教育研究科助教授)
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